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第１回　定例会（２月24日～３月24日）
◆議案質疑
◆予算審査の概要
◆常任委員会報告
◆議員別表決結果
◆一般質問
◆インタビュー・編集後記、他

み
ん
な
で
広
げ
よ
う

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

み
ん
な
で
広
げ
よ
う

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

もくじ
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●全会計当初予算の規模

　平成 26年度一般・各特別会計及び水道事業会計の予算ほか、
鳥羽市消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定など執行
部提出議案21件と議員提出議案４件を審議し、全議案が可決さ
れました。

３
月

議
会
報
告

３
月

議
会
報
告

議 案 質 疑
　
新
年
度
予
算
の
施
政
方
針
を
詳

し
く
聞
き
た
い
。

市
長
　
厳
し
い
予
算
組
み
で
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
希
望
を
持
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
ま

し
た
。な
に
よ
り
も
災
害
に
強
い

街
づ
く
り
。若
い
人
が
鳥
羽
に
住

ん
で
ほ
し
い
定
住
支
援
策
、
そ
し

て
健
康
な
鳥
羽
。ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
鳥
羽
を
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

市
制
60
周
年
も
み
ん
な
で
お
祝
い

し
た
い
。

　
お
金
を
か
け
ず
ア
イ
デ
ア
で
勝

負
し
、
本
市
の
独
自
性
を
発
揮
し

て
他
市
に
先
駆
け
て
事
業
展
開
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
最
小
経
費
で
最
大
効
果
に
す
る

た
め
、
投
資
額
に
見
合
う
波
及
効

果
の
算
定
を
。

市
長
　
十
分
検
討
し
ま
す
。

市
長
　

希
望
の
持
て
る
鳥
羽
づ
く
り

で
す

戸
上
　
健 

施
政
方
針
の
重
点
は

　平成２６年度一般会計、各特別会計及び水道事業

会計予算については、審査日数４日間をかけ詳細に

審査を行いました。

　平成２６年度予算の規模は、一般会計、特別会計及

び企業会計で総額１９９億１６２２万円となり、前

年度と比べ１２億６３４万円（６．４％）の増となっ

ています。

　一般会計では、前年度より１億３９００万円

（１．３％）減の１０３億１０００万円となっていま

す。また、特別会計では前年度より５億４０９８万円

（８．２％）増の、総額７１億５４７０万円となり、企

業会計では、前年度より８億４３６万円（４８．８％）

増の、２４億５１５２万円となっています。

　審査結果については、予算決算常任委員会に付託

された７議案を可決することで審査を終えました。

平成26年度当初予算審査の概要

10,310,000

3,447,500

2,470,000

598,500

148,700

490,000

7,154,700

2,451,520

19,916,220

平成 26 年度 平成 25 年度
（6月補正後）

前 年 度 比 較
（単位：千円・％）

増 減 額 伸 率

国民健康保険事業

介護保険事業

定期航路事業

特定環境保全公共下水道事業

後期高齢者医療

小　　　　計

水道事業

一 般 会 計

合 計

特

別

会

計

会
計

企
業

10,449,000

3,196,700

2,242,100

564,800

148,400

461,720

6,613,720

1,647,160

18,709,880

△ 139,000

250,800

227,900

33,700

300

28,280

540,980

804,360

1,206,340

△ 1.3

7.8

10.2

6.0

0.2

6.1

8.2

48.8

6.4
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審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。

（
議
案
第
８
号　

鳥
羽
市
消
防
長

及
び
消
防
署
長
の
資
格
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

問　

市
町
村
で
独
自
に
定
め
る
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
の
内

容
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答　

政
令
で
は
、
県
職
員
の
課
長

級
以
上
や
消
防
団
の
団
長
な
ど
が

要
件
だ
っ
た
。

（
議
案
第
９
号　

鳥
羽
市
職
員
定

数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問　

南
鳥
羽
地
区
へ
開
設
予
定
の

消
防
施
設
は
、
平
成
28
年
目
途
と

あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
理

由
は
な
に
か
。

答　

12
月
の
委
員
会
で
は
平
成
28

年
４
月
と
説
明
し
た
。施
設
整
備

を
平
成
27
年
中
に
行
い
、
平
成
28

年
度
に
開
設
し
た
い
。

（
議
案
第
10
号　

職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

常任委員会報告常任委員会報告
  各常任委員会に21議案が付託されました。

正
に
つ
い
て
）

問　

平
成
26
年
４
月
以
降
も
答
志

島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
従
事
す
る
が
、

他
に
手
当
は
あ
る
の
か
。

答　

特
殊
勤
務
手
当
は
10
年
程
前

に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
縮
小
の
方

向
に
あ
る
。松
尾
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
従
事
す
る
職
員
も
職
員
組
合
と

の
協
議
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
の
で
、

同
様
に
廃
止
す
る
。

（
議
案
第
13
号　

鳥
羽
市
辺
地
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
）

問　

定
期
船
の
建
造
費
は
各
地
区

に
割
振
り
し
た
の
か
。ま
た
、
和
具

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
は
全
額
で
な
い
の
か
。

答　

船
舶
建
造
費
は
、
島
ご
と
の

利
用
者
数
で
案
分
し
、
算
出
し
て

い
る
。和
具
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
は
、
26
年
度
は
設

計
費
の
み
で
、
27
年
度
に
建
設
費

の
計
上
を
計
画
し
て
い
る
。

総
務
民
生
委
員
会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。

（
議
案
第
12
号　

鳥
羽
市
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問
　
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料

が
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
１
７
０

円
に
な
る
が
、
３
年
間
存
続
す
る

答
志
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む

と
年
間
ど
れ
位
の
負
担
増
と
な
る

の
か
。ま
た
、
対
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

直
近
３
年
間
の
持
ち
込
み
量

の
数
値
に
80
円
か
ら
１
７
０
円
に

ア
ッ
プ
す
る
分
を
か
け
る
と
、
年

間
１
２
６
万
６
０
０
０
円
増
の
見

込
み
と
な
る
。ご
み
減
量
化
の
対

策
と
し
て
は
、
生
ご
み
の
70
〜

80
％
は
水
分
と
い
う
こ
と
で
、
宿

泊
施
設
に
二
重
バ
ケ
ツ
の
購
入
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
水
き
り
を

し
て
頂
い
て
、
手
数
料
が
増
え
る

分
の
負
担
を
極
力
抑
え
て
頂
こ
う

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、
今
後
バ
イ

オ
マ
ス
や
生
ご
み
た
い
肥
化
な
ど

に
も
補
助
し
て
い
き
た
い
。

（
議
案
第
15
号　

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
鳥
羽
マ
リ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
））

問　

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
無
い
が
、
静
止
画
や

動
画
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

市
民
の
み
な
ら
ず
、
広
く
活
動
を

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
者
で
は
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
周
知
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
み
な
と
オ
ア
シ

ス
で
の
情
報
発
信
も
検
討
し
た
い
。

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

　

本
年
１
月
に
委
員
会
を
開
催
し

て
今
後
の
方
向
性
を
議
論
し
た
と

こ
ろ
、
市
内
小
中
学
校
１５
校
へ
学

校
訪
問
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
２

月
３
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
委
員

７
人
を
２
班
に
分
け
て
派
遣
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学

力
の
現
状
と
課
題
や
、
議
会
や
行

政
に
求
め
る
役
割
に
つ
い
て
、
各

学
校
長
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、各
学
校
の
置
か
れ
て
い
る

文
教
産
業
委
員
会
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状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
調
査
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
、
今
定
例
会
の
委
員
会

に
お
い
て
各
班
が
行
っ
た
聞
き
取

り
の
報
告
と
質
疑
後
に
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
調
査
方
針
と
し
て
は
、

来
年
度
早
期
に
校
長
会
や
教
育
委

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
懇
談
を
予
定
す
る

と
と
も
に
、
特
に
予
算
措
置
の
必

要
性
も
鑑
み
、
早
け
れ
ば
平
成
27

年
度
以
降
の
施
策
に
反
映
し
て
頂

く
た
め
に
も
、
９
月
ま
で
に
調
査

を
終
え
最
終
報
告
と
し
て
政
策
提

言
で
き
る
形
に
持
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、

　
　
　

次
の
と
お
り
で
す
。

（
議
案
第
１
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
一
般
会
計
予
算
）

（
歳
出
・
第
２
款
総
務
費
）

問　

広
報
と
ば
の
発
行
回
数
を
月

１
回
に
す
る
の
は
、
県
政
だ
よ
り

の
各
戸
配
布
廃
止
と
関
係
が
あ
る

の
か
。

答　

関
係
な
く
、
お
知
ら
せ
す
べ

き
情
報
は
鳥
羽
メ
ー
ル
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
早
め
に
周
知
し
た
い
。

（
第
３
款
民
生
費
）

問　

高
齢
者
外
出
支
援
車
運
行
業

務
を
他
地
区
へ
拡
充
し
て
い
く
考

え
は
な
い
の
か
。

答　

来
年
度
、
高
齢
者
福
祉
計
画

の
見
直
し
の
中
で
意
見
を
聞
い
て

い
く
。

（
第
４
款
衛
生
費
）

問　

水
切
り
バ
ケ
ツ
で
ど
れ
く
ら

い
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
な
が
る

文
教
産
業
委
員
会

の
か
。

答　

半
分
く
ら
い
に
減
量
化
で
き
、

申
請
を
何
件
確
保
で
き
る
か
で
変

わ
っ
て
く
る
。

（
第
５
款
農
林
水
産
業
費
）

問　

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
で

公
開
予
定
の
現
在
の
情
報
管
理
方

法
は
。

答　

紙
ベ
ー
ス
で
管
理
し
て
い
る
。

（
第
６
款
商
工
費
）

問　

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り
大
会
で

は
、
昨
年
起
き
た
事
故
を
防
ぐ
べ

く
、
安
全
対
策
や
警
備
は
で
き
る

の
か
。

答　

専
門
の
警
備
体
制
を
と
り
、

消
火
栓
の
設
置
や
常
備
の
職
員
を

配
置
し
、
打
ち
上
げ
場
所
も
検
討

し
て
、
安
全
に
は
万
全
を
期
し
た

い
。

（
第
７
款
土
木
費
）

問　

市
道
維
持
補
修
工
事
の
町
内

会
要
望
総
額
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の

か
。

答　

今
ま
で
の
工
事
残
は
約
１
３

０
件
で
２
億
１
８
０
０
万
円
あ
る
。

予
算
決
算
委
員
会

各
町
内
会
で
優
先
順
位
を
決
め
て

頂
き
、
出
来
る
だ
け
早
く
対
応
し

た
い
。

（
第
８
款
消
防
費
）

問　

消
防
職
員
を
１
名
増
や
し
た

が
、
勤
務
体
系
は
変
わ
ら
な
い
の

か
。

答　

救
急
搬
送
が
前
年
に
比
べ
２

割
程
度
増
え
て
い
る
。46
名
に
な

る
と
３
台
体
制
が
と
れ
、
非
常
呼

び
出
し
が
基
本
的
に
な
く
な
る
。

（
第
９
款
教
育
費
）

問　

鳥
羽
東
中
学
校
へ
通
学
す
る

定
期
券
は
授
業
日
以
外
限
定
で
買

え
る
の
か
。

答　

指
定
さ
れ
た
日
限
定
で
使
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

（
議
案
第
２
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
）

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
業

務
と
は
何
か
。

答　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

う
こ
と
で
医
療
費
が
安
く
な
る
と

い
う
通
知
を
11
月
診
療
分
の
み
実

施
す
る
。

（
議
案
第
４
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
定
期
航
路
事
業
特
別
会
計
予

算
）

問　

新
造
船
は
、
き
ら
め
き
、
か
が

や
き
と
エ
ン
ジ
ン
だ
け
が
変
わ
る

の
か
。

答　

基
本
的
な
船
型
や
規
模
は
同

程
度
の
も
の
を
考
え
て
い
る
。

（
議
案
第
５
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
）

問　

稼
働
後
、
15
年
以
上
を
経
過

す
る
中
で
修
繕
費
は
変
わ
ら
な
い
。

今
後
の
修
理
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

周
期
表
を
作
成
し
て
分
解
、

点
検
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
長
く

使
用
し
た
い
。

（
議
案
第
６
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
）

問　

全
国
で
25
万
人
が
短
期
証
を

交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
鳥
羽
市
の

状
況
は
。

答　

２
名
に
６
ヶ
月
証
を
交
付
し

▲各小中学校を訪問
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新規事業の一例は

て
い
る
。

（
議
案
第
７
号　

平
成
26
年
度
鳥

羽
市
水
道
事
業
会
計
予
算
）

問　

簡
易
水
道
建
設
改
良
は
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
る
の
か
。

答　

平
成
37
年
ま
で
に
約
40
億
の

事
業
を
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る

予
定
で
、
平
成
25
年
度
は
緊
急
遮

断
弁
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
新

年
度
は
ポ
ン
プ
と
電
気
設
備
の
更

新
工
事
を
行
う
。

討
　
論

戸
上　

健　

議
員

《　

反　

対　

》

議
案
第
２
号　

平
成
26
年
度
鳥
羽

市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

議
案
第
６
号　

平
成
26
年
度
鳥
羽

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算議
案
第
11
号　

鳥
羽
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

鳥
羽
市
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

山
本
泰
秋　

議
員

《　

反　

対　

》

発
議
第
３
号　

議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

●
一
般
会
計
歳
入
予
算
の
構
成

●
一
般
会
計
目
的
別
歳
出
予
算
構
成
比
の
推
移

その他･･･災害復旧費、諸支出金、予備費

市税
28.2％

分担金等
5.8％

諸収入等
9.0％

自主財源
43.0％依存財源

57.0％

市債
7.6％県支出金

6.8％

国庫支出金
8.9％

贈与税等
3.5％

地方交付税
30.2％

50万円
208万円
91万円

●地域活性化事業‥‥‥‥‥‥‥‥

●ウオーキングサポート事業‥‥

●地域産物生産販売事業‥‥‥‥‥

400万円
3312万円
161万円

●鳥羽HOSUプロジェクト
　推進事業‥‥‥‥‥‥‥‥

●建築耐震化促進事業‥‥

●学力向上推進事業‥‥‥‥

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0%

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費
その他

議会費1.5％

12.9％

30.0％

15.6％

6.6％
3.3％
6.0％
4.0％
6.3％

13.1％
0.7％

1.4％

12.7％

28.2％

15.7％

5.8％
3.6％
7.1％

4.8％
7.0％

12.5％

1.2％

1.4％

14.0％

26.9％

12.7％

3.2％
4.1％
6.8％
4.2％

13.3％

12.3％

1.1％

1.8％

12.8％

28.8％

13.5％

3.4％
4.4％

7.4％
4.4％

10.1％

12.2％

1.2％

1.4％

12.0％

26.1％

13.3％

3.3％
4.1％

9.9％

3.8％

12.9％

12.2％

1.0％

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

発議1

発議2

発議3

発議4

報告1

平成26年度鳥羽市一般会計予算

平成26年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算

平成26年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算

平成26年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算

平成26年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

平成26年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算

平成26年度鳥羽市水道事業会計予算

鳥羽市消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定について

鳥羽市職員定数条例の一部改正について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

鳥羽市手数料徴収条例の一部改正について

鳥羽市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

鳥羽市辺地の総合整備計画の変更について

指定管理者の指定について（船津コミュニティセンター）

指定管理者の指定について（鳥羽マリンターミナル）

指定管理者の指定について（鳥羽大庄屋かどや）

平成25年度鳥羽市一般会計補正予算（第７号）

平成25年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成25年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

平成25年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第３号）

工事請負契約の締結について（安楽島保育所新築工事）

鳥羽市議会の会期等に関する条例の制定について

鳥羽市議会会議規則の一部改正について

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例
に関する条例の制定について

地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定のため
の法改正に関する意見書の提出について

専決処分した事件の報告について
（自動車破損事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることについて）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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○
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平成26年　第 1回定例会　議員別表決結果
○：賛成　×：反対　ー：欠席もしくは棄権

寺
本
春
夫

野
村
保
夫 

山
本
泰
秋

村
山
俊
幸

坂
倉
紀
男

橋
本
真
一
郎

世
古
安
秀

坂
倉
広
子

木
下
爲
一

浜
口
一
利

松
井
一
弥

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

審
議
結
果

議

決

日

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

議

案

名

議
案
番
号

報告
につき
採決
なし

３
月
24
日



とば市議会だより　　平成26年5月１日7

　
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
間
近
で
す
。

鳥
羽
市
民
の
命
を
一
人
も
失
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。東
日
本
大
震
災
後
、
本

市
は
何
本
の
避
難
路
を
整
備
し
ま
し

た
か
。

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事

　
１
１
５
ヵ
所
で
す
。

　
防
災
震
災
予
算
額
は
。

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
副
参
事

　
３
年
間
で
13
億
９
０
０
０
万
円
、

そ
れ
ま
で
の
４
・
８
倍
に
な
り
ま
す
。

　「
市
民
救
命
士
」
制
度
の
導
入
は
ど

う
で
す
か
。

消
防
長
　
い
い
提
案
で
す
。検
討
い

た
し
ま
す
。

第１回定例会

一
般
質
問

一
般
質
問

３
月
３
日
に
４
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

津波避難路の整備は　総務課防災危機管理担当副参事　115ヵ所つくりました

観光客増の税収効果は　税務課長　５000万円です
戸上　健

　
25
年
の
観
光
客
数
と
消
費
額
は
ど

れ
だ
け
増
に
な
り
ま
し
た
か
。

観
光
課
長
　
63
万
５
０
０
０
人
増
え
、

消
費
額
は
１
３
０
億
円
で
す
。

　
そ
の
税
収
効
果
は
。

税
務
課
長
　
入
湯
税
で
３
０
０
０
万

円
、
法
人
市
民
税
で
２
０
０
０
万
円

の
増
で
す
。

　
国
か
ら
の
地
方
消
費
税
交
付
金
も

４
３
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
す
。観

光
客
増
を
地
域
の
経
済
と
税
収
効
果
、

雇
用
効
果
に
波
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。経
済
波
及
効
果
を
算
定

し
て
い
ま
す
か
。

観
光
課
長
　
全
国
の
他
市
状
況
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
栃
木
県
佐
野
市
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ

る
と
、
観
光
客
82
人
の
消
費
額
は
定

住
人
口
１
人
分
に
相
当
し
ま
す
。こ

の
視
点
で
観
光
客
増
が
地
域
経
済
全

体
に
波
及
す
る
よ
う
情
熱
を
注
い
で

下
さ
い
。

▲鳥羽観光の屋台骨　市観光課の窓口
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①
現
在
、
鳥
羽
市
の
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
は
何
人
で
、
正
規
職
員
と

の
対
比
等
は
。

総
務
課
長
　
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
、
合
計

１
７
１
人
（
正
規
職
員
は
３
６
４
人
）

で
、全
体
の
32
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
②「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」

の
為
に
も
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
待
遇
改
善
、
雇
用
の
安
定
に
向
け

て
、
雇
用
期
間
の
廃
止
等
、
思
い
切
っ

て
、
経
験
者
採
用
枠
の
拡
充
に
よ
る

正
規
職
員
へ
の
転
換
を
図
っ
て
は
ど

う
で
す
か
。

市
長
　
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

　
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
中
で
、

高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
元
気
に
暮

ら
せ
る
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

「
健
康
寿
命
」と
は
何
で
す
か
。

健
康
福
祉
課
長
　「
健
康
寿
命
」と
は
、

介
護
を
受
け
た
り
病
気
で
寝
た
き
り

に
な
ら
ず
、
自
立
し
て
健
康
に
生
活

で
き
る
年
齢
の
こ
と
で
す
。平
成
22

年
度
の
統
計
で
、
本
市
は
男
性
75･

１

歳
、女
性
80
・
１
歳
で
す
。

　
何
を
目
指
し
て
新
年
度
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
事
業
を
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
ま
し
た
か
。

市
長
　
第
一
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
健

康
と
歩
く
こ
と
の
喜
び
に
つ
な
が
る
。

第
二
に
市
民
が
希
望
を
持
っ
て
楽
し

め
る
、
お
金
を
か
け
な
い
予
算
が
必

要
で
す
。第
三
に
介
護
保
険
と
か
国

民
健
康
保
険
の
市
民
負
担
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
市
民
が 世古 安秀

臨時・非常勤等職員の待遇改善を　市長　「慎重に対応したい」

「一宿一（逸）品運動」で活性化を　市長　「観光」と「漁業」連携の動きあり
　
観
光
立
市
・
鳥
羽
へ
の
観
光
客
の

旅
行
目
的
の
第
一
位
は
「
食
」
で
あ
り

ま
す
。特
に
、
伊
勢
湾
の
入
口
で
、
神

島
を
中
心
に
し
て
、
塩
水
（
黒
潮
）
と

淡
水
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る”

潮

騒
海
域“

で
捕
れ
る
魚
介
類
は
、ま
さ

に”

天
下
逸
品“

の
「
食
材
」
だ
と
思

い
ま
す
し
、
そ
の
旬
の
地
物
の
味
を

鳥
羽
に
宿
泊
さ
れ
る
お
客
様
に
、
必

ず
一
品
以
上
を
食
べ
て
頂
く
「
一
宿

一（
逸
）品
運
動
」の
展
開
に
よ
っ
て
、

観
光
客
等
に”

鳥
羽
の
味
覚“

を
認

識
し
て
頂
く
こ
と
で
、
観
光
振
興
、
水

産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
最
近
、
業
者
間
で
観
光
と
漁

業
の
連
携
の
大
切
さ
が
盛
ん
に
言
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
地
の

利
を
生
か
し
て
、
お
客
さ
ん
が
増
え

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

健
康
に
な
れ
ば
費
用
も
下
が
っ
て
く

る
と
考
え
ま
し
た
。

　
健
や
か
に
生
活
し
て
幸
せ
に
な
れ

る
、
健
幸
社
会
の
実
現
に
向
け
た「
健

幸
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り(

ス
マ
ー

ト 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ)

」の
取
組
み

が
で
き
な
い
で
す
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
身
体
の
健
康
だ
け

で
な
く
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
状
態
を
「
健
幸
」
す
な
わ
ち
、

健
康
で
あ
る
こ
と
が
幸
せ
と
定
義
し
、

歩
く
こ
と
を
基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。参

加
し
て
い
る
市
町
の
手
法
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

山本 泰秋

▲パールロード（展望台）から眺めた“潮騒海域”

▲平均寿命と健康寿命の比較

平均寿命と健康寿命（平成22年　男性）

■健康寿命
■平均寿命

72 74 76 78 80 82（年）

78

2.9年

77.1

79.7

75.1
市

県
2.6年

平均寿命と健康寿命（平成22年　女性）

■健康寿命
■平均寿命

76 78 80 82 84 86 88（年）

85.7

5.6年

80.4

86.3

80.1
市

県
5.9年

なぜ「ウォーキング」なのか　市長　市民が希望をもって楽しめる事業
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今
後
の
旧
市
街
地
の
町
並
み
整
備

は
歴
史
や
文
化
財
の
あ
る
寺
や
神
社

の
町
並
み
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
再
生
整
備
計

画
は
。

建
設
課
副
参
事
　
中
心
市
街
地
の
町

並
み
の
整
備
を
目
的
と
し
た
実
施
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
ま
で
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
、
一

丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
の
中
心
市
街

地
で
魅
力
あ
る
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
き
た
こ
と
は
、
町
並
み
の
景
観
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。町
並
み
の
整
備
と
な
り
ま

す
と
、
目
指
す
地
域
の
姿
を
実
現
す

る
強
い
思
い
を
持
っ
て
、
住
民
の
合

意
の
も
と
に
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　
今
年
は
市
政
60
周
年
の
節
目
に
当

た
り
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う

市の人口減対策と未来ビジョンは　市長　働く場の確保と子育て支援の充実

井村 行夫

人
口
減
対
策
と
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長
　
若
い
人
の
生
活
意
識
の
変
化

の
な
か
で
、
働
く
場
を
つ
く
り
、
子
育

て
支
援
を
し
っ
か
り
し
て
若
い
人
の

意
識
を
変
え
、
ま
ち
に
来
て
い
た
だ

く
人
に
対
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。今
後
、
行
政

だ
け
で
な
く
商
工
会
議
所
、
青
年
会

議
所
等
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
ほ
か
、
菅
島
採
石
場
緑
化
の
延
長

の
問
題
に
対
し
て
鳥
羽
市
民
の
環
境

と
自
然
を
守
る
条
例
の
第
三
章
緑
化

の
推
進
の
適
用
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　議員報酬及び議員の期末手当に係る支給額につい

ては、議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例で定められています。

　この議員報酬については、役務の対価ということ

が基本と考えられますが、疾病その他の事由により、

長期間市議会の会議を欠席することを余儀なくされ

た議員が議員報酬や期末手当を辞退または返還する

ことは、公職選挙法に規定される寄附行為に該当す

るため禁止されています。また、このような場合にお

ける議員報酬の支給等のあり方について規定した法

律等も制定されていないことから、欠席期間に応じ、

議員報酬等を減額する条例が新たに制定されました。

（条例一部抜粋）

第３条　議員が疾病その他の事由により、議会の会

議等を長期間欠席したときの議員報酬は、議員報酬

条例の規定により支給されるべき議員報酬から、議

会の会議等を欠席した日から議会の会議等に出席し

た日の前日までの期間（以下「欠席期間」という。）に

応じて、当該議員報酬に次の表に定める割合（以下

「減額割合」という。）を乗じて得た額を減じた額とす

る。

第４条　６月１日及び 12 月１日（以下これらの日

を「基準日」という。）の前日から６月前までの間にお

いて、前条の規定により議員報酬が減額支給された

月があるときの期末手当は、議員報酬条例の規定に

より支給されるべき期末手当から、当該期末手当に

減額割合を乗じて得た額を減じた額とする。

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例を制定しました

90日を超え180日以下であるとき

180日を超え365日以下であるとき

365日を超えるとき

欠席期間 減額割合

100分の20

100分の50

100分の100

▲整備された城山道



とば市議会だより　　平成26年5月１日 10

● 調査対象／市内在住満１８歳以上の市民
● 調査方法／対象者本人記入方式の調査票
     　　　　　を郵送

● 配付数／1000件
● 回収数／322件
● 回収率／32．２％

鳥羽市議会に関するアンケート調査　結果報告書

市議会に関心がありますか。問1

● ある
● ない
● わからない
● 無回答

とば市議会だより（議会の広報誌）を
読んだことがありますか。問2

● 毎号必ず読む
● 時々読む」
● 読んだことがない
● 存在自体知らない
● 無回答

市議会の会議をみたことがありますか。問3

● 傍聴したことがある
● ケーブルテレビやインターネット
　 放送を視たことがある
● みたことがない
● 存在自体知らない　　● 無回答

市議会では、平成２１年度から毎年、各地
域で議会報告会を行っていますが、参加
したことがありますか。

問4

● ある
● ない
● 存在自体知らない
● 無回答

現在の市議会をどのように評価しますか。問5

● 大いに評価する
● ある程度評価する
● あまり評価しない
● 全く評価しない
● わからない
● 無回答

市民の声が市議会に反映されていると
思いますか。問6

● 思う
● 思わない
● わからない
● 無回答

あなたが市議会や議員に期待することは
何ですか。（複数回答可）問7

■ 市の行政や財政に対する監視
■ 道路・水道・環境・福祉など地域に密着した
　 内容の相談や要望
■ 市に対する政策立案や議員提案
■ 議会や議員が何をしているかが分かるような
　 市民への情報発信
■ 子ども議会・女性議会の開催や市民公募による
　 議会参加制度の導入
■ 通年制による年中を通しての議会活動
　 （現状は年４回の定例会制）
■ 議員の資質や能力の向上
■ その他
■ 無回答

現在の議員定数は1４人ですが、
議員数についてどう思いますか。問8

● 増員すべき
● 現状維持
● 削減すべき
● わからない
● 無回答

議員に毎月33万5千円の報酬が支給
されていますが、これについてどう
思いますか。

問9

● 増額すべき
● 現状維持
● 削減すべき
● わからない
● 無回答

0

50

100

150

200

85

148

55

133

30
19

154

9
28

5% 2% 2% 6%2%2%

13%

68%

3% 2% 2%

24%

1%

61%

12%

24%

41%

30%

7%

35%

18%

18%

53%

37%

25%

33%

57%

31%

27%

2% 4% 11%

38%
47%

2%

24%

30%

1%
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「議会報告会並びに意見交換会」での
市民意見と回答
「議会報告会並びに意見交換会」で頂いた市民意見を議会で精査しま
したので回答いたします。紙面の都合上、一部抜粋となりますので、全
てをご覧になりたい方は市議会ホームページの議会基本条例ページ
又は市役所３階の議会事務局でご覧下さい。各町内会や自治会へは該
当分を配布しています。

　ふるさと納税については、特産品の充実や、クレジット収納による利便性の向上
を図りながら推進した結果、寄付金実績は下記のとおり大きく増加しています。
平成 21 年度　13 件　1851 千円　　　平成 22 年度　14 件　1532 千円
平成 23 年度　58 件　3942 千円　　　平成 24 年度　84 件　4250 千円
平成 25 年度　734 件　35997 千円　　※平成 25年度については平成 26 年 2月 25 日時点

　教育委員会制度の根拠法律「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、
教育委員は、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、
学術及び文化に関し、識見を有するもののうちから、地方公共団体の長が、議会の
同意を得て任命しています。

市役所（行政）に対する  意見 と回答 

ふるさと納税を進めてはどうか。
企画財政課

教育委員会委員の選任方法は。
教育委員会事務局

　平成２５年度においては前年度５６件から７９件に申請件数が増加しています。
現在も広報・ホームページ等で普及啓発を行っており、更なる周知を図ります。

合併浄化槽をもっと増やす
手立てはあるのか。

環境課

　昨年は、式年遷宮を契機とした誘客やＰＲに取組み、６月には神島で吉永小百合
さんの来訪イベントや、国崎町での御潜神事の再現、１０月には菅島において伊勢
えびの千匹干し、東京六本木ヒルズにおいて鳥羽から海女姿１００人が上京した
ＰＲイベントなどを実施しました。また、鳥羽の伊勢えび、鮑、鯛を「日本の祝い魚」
と名付け情報発信を行うなど、食の魅力づくりを図り、宿泊施設の多い鳥羽の魅力
を高める取り組みを行っています。今後も、インパクトや話題性のある取組みや企
画を模索し、効果的な鳥羽ＰＲを行っていきます。

鳥羽の観光のPRを
もっとしてほしい。

観光課

　市では管理不全の空き家に対して所有者を特定し、管理不全の状態を改善する
よう指導等を行います。

空き家対策を進めてほしい
建設課

　教育委員会、学校、保護者並びに地域の方々と一体となり、子どもたちの基礎学
力向上に向けて様々な取り組みを進めます。

児童生徒の基礎学力の低下が
目立つが、レベルアップを。

教育委員会事務局

　猟友会の協力により、サル、イノシシ、シカの駆除を行っています。また、通報の
あった地区には職員が出動し追い払い等も行っていますが、出没を食い止めるこ
とが出来ない現状です。また、市民への取り組みとして、動物駆逐用煙火の無償配
布（5本）、電動ガンの貸出、海苔網の無償提供も行っています。

イノシシ・猿の被害に
困っている。

農水商工課
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　大きな看板を設置した場合、周辺の景観を損ねることから、観光案内
として同所に看板を設置する計画はございません。

　鳥羽市においては、白木町から松尾町にかけての 1本、松尾町に 1本、
浦村町に 3 本の計 5 本が推定活断層として示されております。（三重県
ホームページ防災みえ．Ｊｐに掲載の三重県詳細活断層図を参考）

市役所（行政）に対する  意見 と回答 

第２伊勢道・白木インター・チェンジの
出口正面に、「志摩市へようこそ！」の
看板が立ったが、違和感がある。
鳥羽市の看板がなぜないのか。

観光課

地震対策、鳥羽に活断層はないのか。
国に調べるよう陳情して欲しい。

総務課

　近年、日本の人口は減少に転じており、特に地方部での減少率は著し
い状況です。このような中で、本市では人口減少抑制のために、独自に子
育て世帯等を応援するための施策を充実させており、その結果、子育て
世帯の流出数の減少や出生数の増加など、明るい兆しがみえてきていま
すが、死亡者数が出生数を上回っているのが現状です。

子育て支援施策をやっているのに、
なぜ人口が減っていくのか。

健康福祉課

　希望職種と求人のアンマッチが原因と思われますことから、インター
ンシップ受け入れ事業所の拡大を図り、市内業種の魅力を知っていただ
くことで雇用に結び付くよう努めています。

鳥羽に働く場がない。
農水商工課

　現在のところ、契約には至っていませんが、企業誘致活動の中で、同団
地に関心を寄せていただいている事業所もあり、新規立地に向けて話し
合いを進めています。

松尾第2期工業団地はあのままか。
もっと活用できないか。

農水商工課

　農地の所有者が管理できなくなった農地を登録していただき、借りた
い方へ紹介して利用していただくための「農地バンク制度」を平成 25 年
度より実施しています。

遊休農地を市がもっと活用・整備し、
一般市民に貸し出してはどうか。

農水商工課

　これまでの実施した事業効果につきましては、毎年、総合計画の政策
体系に基づき「めざすまちの姿」への進捗状況を外部の有識者の方に施
策評価として公開の場で評価いただいているほか、個別の事務事業につ
いても事務事業評価として検証し、決算成果という形で説明書を作成し
ています。これらの結果は、市のホームページでご確認いただけますの
で、ご覧いただければと思います。若者定住策につきましては、平成 23
年度から「鳥羽の定住応援事業奨励金」という形で実施しています。奨励
金対象者の市外からの転入実績は、平成 23 年度の 2件から平成 24 年度
は 10 件に増加をしていますことから、一定の効果が見受けられます。

24年度事業の効果表のようなものは
出ていないのか。
若者定住策の効果はどうか。
数字を聞くとそれなりに効果は出ている。

企画財政課

　消費税値上げに伴う今回の改定は、消費税の増額のみの改定になりま
す。

水道料金も消費税値上げに連動して
値上げするのか。
水道は1億円くらい黒字ではないのか。

水道課

　職員の退職及び新規採用に伴い職員構成が異なること及び、退職者が
前年度と比較すると5名減少したことから人件費は減額となっています。

24年度決算のうち、昨年と比べて
人件費の少ないのはなぜか。

総務課
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　佐田浜市営駐車場につきましては、鳥羽市開発公社が運営を行ってい
るところでございます。第 1～ 3 駐車場では、現在平日に 1 時間無料と
していますが、4月から土・日・祝も 1時間無料を実施するほか、1時間
超 2時間以内の駐車料金を 600 円から 500 円に値下げを行ない、市民や
観光客の利便性向上を図ります。また、定期駐車については、第 1～ 3駐
車場の料金改定は行いませんが、西駐車場の駐車料金を負担軽減を図る
ため月額 9000 円から 7000 円に値下げを行ないます。今後も鳥羽市開発
公社の経営状況を勘案しながら、より利用しやすい利用料金について検
討を行っていきますので、ご理解をお願いします。

　市全体の課題ではありますが、現消防団員から地元住民への勧誘等に
より定数の確保に努めて頂いております。また、協力事業所認定制度の
活用や市職員への消防団加入の呼びかけも実施しております。

離島の駐車料金が高く、西駐車場並みに
下げていただきたい。

企画財政課

消防分団の今後の推移は。
消防本部

　志摩医師会の協力により、週 3日（木、金、土）の平日・夜間（22時まで）
及び日・祝・年末年始（昼間）を開設し、志摩市の休日診療所と合わせて
365 日開設しております。本来、24 時間対応できるのが望ましいのです
が、時間の延長または日数の増加については、医師の減少と高齢化等の
問題から、これ以上の日数の増加と時間の延長は困難であり、また、その
他のスタッフの確保も困難な状況です。しかし、現在、市と医師会が中心
となって医療と介護の連携を図っており、持病等のある在宅患者に対し
ては、深夜等でも往診による医療的処置が可能となる体制の整備を検討
しています。

夜間休日診療体制の状況は。
健康福祉課

　小規模校については、児童生徒の適正な学習環境の提供を考え、統合
も含めた、学校の適正配置の検討を進めています。学校統合では、学校区
が変わる場合、安心安全な通学方法を示し、保護者の理解を得られるよ
う説明する必要があります。

小中学校の統廃合と問題点は。
教育委員会事務局

　平成 26 年中に鳥羽市農水産物等直売所を開設し、第 1 次産業の振興
と農漁村の活性化を図っていきます。

１次産業の推進を進めてほしい。
農水商工課

　両公園の樹木管理においては、低木（夏季 1回）高木（冬季 1回）剪定し
ており、その他危険な樹木に関しては、その都度直営にて伐採しており
ます。なお、堤防沿いの明りにつきましては、現在安久志自治会に外灯を
設置していただいております。

市民の森の周り堤防等の樹木の整備、
堤防沿いの明かり、市営球場の
樹木の管理ができていないので
徹底管理してほしい。

建設課

市役所（行政）に対する  意見 と回答 
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　平成 25 年第 2回定例会で市長を始め、執行部職員の「給与の臨時特例に関する
条例」を審査した際、所管委員会である総務民生常任委員会で議員分の削減につい
て議員間討議を行い、「ラスパイレス指数の単年比較のみに基づいた国からの強引
な削減要請は地方自治の根幹を損なう」や「鳥羽市はこれまで他の自治体に先駆け
て行財政改革を行ってきたが、今回の削減案も苦渋の決断をしたので尊重すべき」
などの意見があり、「議案としては賛成するものの、今後、国がこのような対応をする
ことのないよう、意見書などを提出すべき」との意見も出されました。また、非公式で
はありますが、9月13日開催の全員協議会終了後、出席した議員で改めて議員分の
削減について協議を行いました。結果としては、執行部のように削減するには至りま
せんでしたが、以上のような議論や協議を行いましたことをご報告させて頂きます。

職員給与削減を行って
議員の減給はないのか。

　平成 3 年から23 年までの 21 年間で 4 回にわたって議員定数を 24 名から14 名
に約半減させました。この措置は、類似団体との比較や市民の皆様の貴重なご意見
を伺いながら、議員自ら必要と感じて提案してきたものであり、結果として、三重県下
では、尾鷲市（人口 20,081 名）の 13 名に次ぐものとなり、鳥羽市（人口 21,038 名）よ
りも人口の少ない熊野市（人口 18,806 名・共に平成 25 年 10月1日現在）の 16 名
よりも少ないものとなっています。最も重要なことは、地理的要素も考慮して市民の
皆様の貴重なご意見を市政に反映させることと考えておりますことから、今後も議会
全体で真剣に議論して参ります。

議員定数も多い。

　現在、三重県下 14 市で組織する三重県市議会議長会（年 2回開催）のほかに、津
市以南の 7市で組織する中南勢都市議会議長会（年 2回開催）、伊勢志摩地域の 3
市 3町で組織する伊勢志摩地域市町議会連絡協議会（年 1回開催）、鳥羽市以南の
4市で組織する四市正副議長会（年1回開催）を開催し、地域の活性化に向けて交流・
連携を図っています。議会全体としては、以前は、伊勢市議会及び二見町議会と交流・
連携を図っていましたが、両市町が合併したこともあり、現在では、伊勢湾架橋や伊
勢湾フェリー問題を機に交流・連携を図っている愛知県田原市議会のみとなってい
ます。貴重なご意見を頂きましたので、議長会等をきっかけに近隣市町議会との交
流・連携を積極的に働きかけて参ります。

伊勢志摩は一体の考え方から
志摩市議会や伊勢市議会と、
もっと交流や連携を行い、
意見交換等を通じて、地域の
活性化に向け、アイデアを拾い
上げるような体制づくりは
できないか。

　前回の議会報告会で回答させて頂きましたとおり、県議会と市議会、町議会が対等
な立場に立って交流・連携をすべく三団体間で協議を行っていますが、組織の規模
や諸般の事情も大きく異なるため、事務分担等で合意するには至っていない状況で
す。県内の市議会では 14 市で構成する三重県市議会議長会の正副会長市が中心と
なって協議を行っていますが、条件が整い次第、交流・連携をしていく方針で、現在
も何ら進展がない状況です。地元選出の県議会議員との意見交換会等については、
結果として実施されていませんが、三重県議会の選挙区と定数見直し案について、鳥
羽市民の意見をより反映させることが出来るよう、地元選出の県議会議員と協力して
「近隣市との合区」や「単独の鳥羽市選挙区をなくさない」ように要望したところです。
今後も、県下や市の状況を見極めながら、交流・連携を図って参ります。

三重県議会鳥羽市選挙区
（一人区）の死守を
市一丸となってやってほしい。

市議会に対する  意見 と回答 
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平成 26年　５～６月会議予定

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第1回定例会

●平成26年3月まで　年4回定例会＋年数回臨時会　総会期日数95日程度

●平成26年5月から　年1回　会期日数365日
第2回定例会 第3回定例会 第4回定例会臨時会

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　

●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

問
　　そもそも通年会期とは
　　なんですか。
　
問
　　市議会が通年会期にすると、
　　どんなメリットがありますか。
　
問
　　鳥羽市議会が
　　通年会期を導入する経緯を
　　教えてください。

　
問
　　鳥羽市議会の通年会期は
　　いつから始まるのですか。
　　また、会期はいつまで続くのですか。
　
問
　　通年会期になることにより、
　　議会はどう変わりますか。

答　地方自治法という法律が改正されて、これまでのように年４回の定例
　　会や臨時会といった区分を設けず、１年間を議会の会期とすることで、
　　より弾力的な議会運営を可能にした制度のことです。
　
答　例えば災害などが起こった場合、速やかに会議を開くなどの対応が
　　可能になることや、審議時間に余裕を持たせることが可能となること
　　から、さらに議会活動が充実強化されます。
　
答　鳥羽市議会では、これまで３月６月９月 12 月に開かれる年４回の
　　定例会と随時開かれる臨時会で審議してきました。
　　平成 24 年に法律が改正されたことにより、通年会期が選択できるよ
　　うになったことから、すでに通年で会議をおこなっている他県の議会
　　へ視察に伺ったり、学識経験者を招いて勉強をしながら、導入の是非
　　について検討を重ねてきました。
　　　
答　毎年５月１日から翌年の４月 30日までの会期 365 日間になります。
　　ただし、一年間毎日会議が続くわけではなく、これまでのように原則
　　は３月６月９月12月に集中的に審議する運営となります。
　
　
答　市民の要求に素早く応えられることで、さらに市民に身近な議会を目
　　指していきます。

　去る１月15日に、新潟県立大学国際地域学部田口一博准教
授より「通年会期制について」という演題でご講演いただきまし
た。
　なお、この研修会の様子はユーチューブの録画でご覧頂くこと
ができます。　http://youtu.be/Fu-IbWsckUM

●本会議（役員選挙等）…………………5月15日（木）

●本会議（議案上程）……………………6月  6日（金）

●本会議（一般質問）………6月12日（木）～16日（月）

●本会議（議案質疑）……………………6月17日（火）

●総務民生常任委員会…………………6月18日（水）

●文教産業常任委員会…………………6月19日（木）

●予算決算常任委員会…………………6月20日（金）

●本会議（採決他）………………………6月26日（木）

　　　　　　　　　　　※会議日程は変更する場合があります。

平成25年度鳥羽市議会議員研修会を開催しました。

５月から鳥羽市議会は通年会期になります
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　今きらりと輝いている鳥羽市出身の

人達にスポットをあてる企画、今回は

内閣危機管理監の西村泰彦さんです。

Ｑ. 警視総監や危機管理監と聞くと
堅いイメージがありますが、西村さんの
人柄や趣味を教えてください。

Ａ. 友人からはソフトで警察官には見えない（笑）とよく言われます
が、「春風 (しゅんぷう) 駘蕩 ( たいとう)」を座右の銘にしています。趣

味は野球で今でもたまにプレーしています。他に、今はできませんが、

沖縄で始めたスキューバダイビング、沖縄空手など、体を動かすことが

好きです。

Ｑ. お仕事が忙しくて、帰省も難し
いと思いますが、西村さんにとって故郷
の鳥羽はどんな場所でしょうか。

Ａ. 親切で温厚な人々、豊かで美しい自然の恵みに育まれて今の私
があります。正に鳥羽は私の原点です。なかなか帰省できませんが、鳥

羽城跡から鳥羽湾を眺めていると心が和みます。また、時に友人から届

く海の幸は大好物で、鳥羽の味を堪能し、幸せをかみしめています。

Ｑ. 最後に、鳥羽市民にメッセージ
をお願いします。

Ａ. 人口が減少し、町中も活気がなくなりつつあるようで気がかり
です。美しい自然、恵まれた海の幸、そして優しく親切な人々に、これら

の鳥羽の宝を活かし、観光都市として発展するよう祈っています。

また、現在の私の仕事柄、南海トラフ地震・津波に備え、安全な町作り

を進めてもらいたいと思います。

内閣危機管理監　西村泰彦さん

1955 年生まれ。1979 年警察庁入庁後、警察庁警
備局長、警視総監などを歴任。
2014 年 1月に警察庁を退官し、2月から現職。
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▲４月８日鳥羽市観光協会との意見交換会
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